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北海道医療大学歯学部口腔構造・機能発育学系小児歯科学分野
わが国ではこれまで長年にわたり，ブラッシング指導
と甘味食品の摂取（食事，間食指導）を中心としたう蝕
予防活動が展開されてきた（丹下ら，２００１）．しかしこ
れらには，う蝕予防に対しての明確な根拠はなく，１９８８
年に米国・予防医療研究班（U.S, Preventive Service Task
Force）が作製した予防医療実践ガイドラインでは，う
蝕予防にはシーラントおよびフッ化物の応用が有効と評
価されている．諸外国においては，これらのエビデンス
に基づきフッ化物の応用が日常的に行われており，高い
う蝕予防効果を示している．特に幼児期は，歯口清掃習
慣などの基本的歯科保健習慣を身につける時期として重
要であり，生涯を通じた歯の健康づくりに対する波及効
果も高い時期といえる．従ってこの時期における適切な
フッ化物応用の普及啓発はう蝕の減少を目指す本目標達
成には必要不可欠といえる（広瀬ら，２００６）．しかしな
がら，わが国では未だにフッ化物応用の普及率は低い．
そこでわれわれは，現在のフッ化物応用の普及状況を把
握し，その結果を基に，今後近隣小児保護者へどのよう
な啓蒙活動が必要かを明らかにする目的で，保護者を対
象にう蝕予防に関する意識調査を行った．
本調査では，本学近隣保育入所児の保護者３４４人に対
し質問用紙を配布し，各家庭で記入したものを回収し集
計した．調査項目は，主にフッ化物についての基本知識
や応用に関する意識を問う内容で，３２項目全て選択形式
とした．
今回質問用紙を配布した保護者３４４名中，２４０名から回
答が得られ，回収率は６９．８％であった．統計学的分析
は，年齢別，男女別，定期健診の受診の有無別にχ２検定
を行った．その結果「虫歯予防法で最も重要なのはどれ
か．」という質問に，「歯磨き」を選択した保護者は全体
の８１．３％に対し，「フッ素」を選択した割合は８．２％であ
った．また「フッ素は体に悪いと思うか．」という質問
に対しては，「悪い」が６，３％，「悪くない」が６３．６％，
「わからない」が３０．１％（p＜０．０５）で，「日本では上水
道に人工的にフッ素を加えていると思うか．」に関して
は，「加えていない」と正しい選択肢を選んだ者が４５．８％
占めているものの，「加えている」が０．８％，「わからな
い」を選択した保護者も５３．４％（p＜０．０５）と多く，フ
ッ化物に対する正しい知識が乏しい事が示唆された．一
方，有意差は認められなかったが，フッ化物配合歯磨剤
を知っている人は全体の８８．８％と多く，その使用率は
６７．５％であった．日本口腔衛生学会フッ化物応用委員会
の報告によると，全国の３歳～６歳児のフッ化物配合歯
磨剤の使用者の割合はおよそ７１％で（日本口腔衛生学会
フッ化物応用委員会，２００３），今回の結果は，全国平均
に近い値であった．
フッ化物の応用には，フロリデーション，フッ化物洗
口法，歯面塗布法，歯磨剤の使用による方法などがあ
る．これらの応用は高いエビデンスが確立しているにも
関わらず，わが国では社会全体に正確な情報が浸透して
いるとは言い難い．特にフッ化物洗口法（木本ら，
２００５）やフロリデーションに関しては，歯面塗布法や歯
磨剤よりも認知度が低く，それらの応用に際しては，専
門家による科学的根拠に基づいた正しい知識の啓蒙が今
後の課題であると考えられた．
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